
石戸城跡（北本市） 築城年代：室町時代、築城者：藤田八右衛門

　　前方の台地の上に石戸城跡が所在する/右手は荒川/天神下公園で北西側から見たところ



公園の看板には石戸城跡、一夜堤の表記があり、石戸城跡の西側（図では下側）は荒川と云う天然の要害に、北側（左側）と東側
（上側）も沼地によって同様に守られている/上杉謙信が北条・武田軍に包囲された松山城（東松山市）の救援のために四回目の
雪中越山をして着陣した城がこの石戸城跡



「広報きたもと　No.916」より ①腰郭 /②オオタニ/③やぐら台跡/④堀底道/⑤虎口（入口）/⑥南部堀跡





台地の南側から進むと、この前方のエリアが石戸城跡/左下が荒川/ポスターの右手に説明板が立っている/この道は桜堤通りと
云うそうな/南側から北方向を見たところ



振り返って、城跡の南エリアにあった石戸宿跡方向を見たところ/石戸宿は石戸城が機能していた頃からある宿場で、城と宿場が
一体となっていた/この道は松山城に向う交通の要衝であった



　　　そこで右手を見ると、四の郭南端に空堀跡が見える



　　この塀に沿って堀跡が見える



　　こんな塩梅



　　　　　　アップで見たところ



さて、もう一度振り向いて最初の北方向を見て、説明坂を見たところ/義と筋目」の戦国武将、上杉謙信が雪中越山して扇谷上杉
氏の支城である松山城からの救援要請に応えるべく、ここに着陣したと云う



城域は比高6ｍほどの河岸段丘上であるが、北側は低地に面しており、東側の台地との間にも沼が入り込んでいて、島に近い地形
であり、その要害性を利用した城郭であった/石戸城は15世紀中ごろの築城で戦国時代には岩付城と松山城を結ぶ拠点（戦国期
には岩付城の支城の１つとなっていたらしい）として重要な役割を担っていた



説明板の縄張図をアップで見たところ/正面の辺りは五の郭・三の郭のエリアで、道路の反対側（図の左手）が四の郭/四の郭の南端（図の下側）
に先程の堀跡があった/これら三、四、五の郭の更に北方向に一の郭と二の郭が展開している





　　　　　これは四の郭を南側から北方向に見たところ



　　　そこで右手の五の郭及び三の郭方向を見たところ



　説明板脇から見た五の郭のエリア/窪みは堀跡の名残りか



　　　　　　同じく、説明板脇から見た三の郭のエリア



桜堤通りを北方向に進むと、このエリアは一の郭（主郭）であるが、この道路によって左右に分断されている



　左手を見たところ/この更に左下が天神下公園となっている



同じく、右手を見たところ/分断されているこの東側の一の郭の中に物見櫓台と推定される地形があると云うが、民家の敷地内で
踏み込めない/Ｕ字型のテントの後方に見える高まりがそれらしい



　　その右手を見たところ/一の郭のエリアの南側の畑にはこのような幅広の窪みがあるが、これは三の郭との間の堀跡らしい



その一の郭のエリアを南側から見たところ/正面奥に土塁のような高まりが見える/これが物見櫓台らしい/手前は三の郭との間の
堀跡と云われる所



　　物見櫓台をアップで見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　これは三の郭（左手）との間の堀跡を東側から見たところ



　　そこから物見櫓台方向を見たところ/少しづつ上っている



　　こんな塩梅で前方が物見櫓台



　　　　　　アップで見たところ



　　さて、この切通しは一の郭（左手）とその東側（右手）にある二の郭の間の堀切



　　　　　北方向に進むと、これがその堀切/左手が一の郭、右手が二の郭



　右手には二の郭の土塁も見て取れる



左手は一の郭



　　更に北方向に進むと開けている



　　これは桜堤通りで分断されている一の郭（主郭）を北側から南方向に見たところ



そこで左手を見ると、前方が先程の切通し（堀切）の先の開けた所/そこから左下に進んで右折すると、一夜堤方向へ続いている



　　　　左手を見たところ/前方の遊歩道を進むと一夜堤方向へ行けるようだ



　それでは一夜堤方向へ進んでみよう



　　　　　案内板が立っている/二の郭の北側土塁の外側に設置されている



　　　　一夜堤口を示す案内板



　　　周囲はこのような湿地帯



　　二の郭の外側を回り込んで進む



　　　右手の二の郭を見ると土塁の一部が見て取れる



　　　　　　アップで見たところ



前方に土橋のようなものが見えて来た



これが二の郭の東側の沼の中央部にかかっている土橋（一夜堤）/石戸城跡は北側と西側は沼地で遮られており、東側の台地から石戸城を
攻めるには、この土橋（一夜堤）を渡る以外に無い/右手が石戸城跡、左手が東側の台地



石戸城跡から東側の台地を見たところ



一夜堤の中程に説明坂が立っていた



　　　　一夜堤は北条氏が石戸城を攻めた折、一夜にして沼地に堤を築いたことにより、その名がついたと伝えられている



　　　　　　前方が東側の台地



　　　一夜堤を渡って振り返って石戸城跡を見たところ



　　　　　一夜堤北側の沼地の模様/東側の台地から石戸城跡を見たところ



これは城域の西側にある天神下公園から石戸城跡を見たところ/当時はこの公園部分には荒川が流れていたのであろう
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